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鵜川河口周辺の砕波帯に出現したアユ仔魚の日齢と体長

〔要約〕10～12月に鵜川河口周辺の砕波帯（波打ち際）に出現したアユ仔魚の成長が良

好であると翌春の天然遡上稚アユの遡上数も良好である傾向がみられた。また、隣県の

山形県、富山県でも同様の傾向がみられた。
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［背景・ねらい］

アユの漁獲量を安定的に確保するためには、河川のアユ生産能力に応じた資源豊度が整

っていることが前提となる。そのためには、天然稚アユの遡上動向に併せた種苗放流を行

う必要がある。そこで、稚アユ遡上量の予測に向けて降海後のアユ仔魚の成長を調査した。

［成果の内容・特徴］

１ 降下したアユ仔魚の成長を比較した結果、平成18年群に比べて平成17年群で梁上で

あった。

２ 降下したアユ仔魚の翌年の遡上量を比較した結果、平成18年群に比べて平成17年群

で良好であった。

（参考） 大河津分水河口における稚アユ採捕数（新潟県内漁連調べ）

平成18年；955千尾、平成19年；690千尾

３ 隣県である山形県、富山県においても同様に仔魚の成長が良好であると翌年の遡上量

も良好である傾向が見られた。。

［成果の活用面・留意点］

１ 遡上量を予測する指標として活用可能か否かを明らかにするため、概ね５カ年程度の

データを蓄積する必要がある。



［具体的データ］

図１ 鵜川河口周辺の砕波帯で採集されたアユ仔魚の日齢と体長の関係

図２ 鵜川河口周辺の砕波帯で採集されたアユ仔魚の（体長÷日齢）の値

表１ 鵜川河口周辺の砕波帯に出現したアユ仔魚の成長と翌年のアユ稚魚の遡上状況

平成17年降下群 平成18年降下群

日齢と体長の関係を示した直線回帰式の傾き 0.33 ＞ 0.23

アユ仔魚の体長を日齢で割った値（平均値±標準偏差） 0.75±0.08 ＞ 0.66±0.11

翌年の鵜川におけるアユ稚魚遡上状況 非常に多い ＞ 少ない

（参考）大河津分水河口域での稚アユ採捕数 955千尾 ＞ 650千尾

［その他］

研究課題名 ：アユ種苗総合対策事業（日本海側のアユの生態特性の解明）

予 算 区 分：国委

研 究 期 間：平成17年度～平成19年度

発表論文等 ：平成19年度アユ資源研究部会で口頭発表（平成20年3月）

平成19年度アユ資源研究部会報告書に投稿（平成20年3月）

平成19年度内水面水産試験場調査研究発表会で口頭発表（平成20年3月）


